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サンフレッチェ広島レジーナ選手が

FLP カップに参戦！！ 

３月２１日(日)、広島経済大学フッ

トボールパークにて小学校低学年を対

象としたサッカー大会「第６回ＦＬＰカップ」が開催

された。大会前のキックターゲット対決に、サンフレ

ッチェ広島レジーナの中村楓選手、木﨑あおい選手、

３選手が参加し、

子どもたちとの

真剣勝負を楽し

んだ。参加した子

どもたちは、高得

点の的に蹴りこ

んだり、狙いやすい的に正確に流し込むなど真剣に勝

負を楽しんでいた。参加した木﨑あおい選手は「スタ

ジアムに来てもらえるきっかけを作れてよかった。」

と中嶋淑乃選手は「元気が出ました。」と話してくれ

た。 

サンフレッチェ広島レジーナは５月８日(土)にア

ウェイで大宮アルディージャＶＥＮＴＵＳとのプレ

シーズンマッチ初戦に挑む。中村楓選手は「ＷＥリー

グプレシーズンマッチは、サンフレッチェ広島レジー

ナが発足して初めての公式試合となる。試合内容にも

こだわりながらも、自分たちのプレーで勇気や感動を

与えていきたい。」と試合の意気込みを話してくれた。 

５月２２日(土)には広島広域公園第一球技場でジ

ェフユナイテッド市

原・千葉レディース

とのホーム初戦に挑

む。 

広島に元気を導く

女王の戦いが始まる。 

(狩野稜太) 

 

 

スタメン初勝利 

３月６日、ＦＣ東京戦、ＪＴサンダー

ズ広島は３-０で勝利した。この試合で

金子聖輝選手は

スタメン初勝利

をした。今シー

ズン、金子選手

はプロ５シーズ

ン目に突入し、

スタメンで試合

に出ることが増

えた。試合は、

セッターの金子

選手からトーマ

ス・パトリック・

エドガー選手を

中心に攻撃が決まった。金子選手にとってもスタメン

初勝利は嬉しいものだった。また、今シーズンセッタ

ー以外で出場する機会があり、これまでに経験したこ

とないことを経験した。新しいことに挑戦するシーズ

ンとなった金子選手は、「試合に出場しても満足にい

かないときもあった。二日連続の試合なので次の日の

ことをすぐに考えていた。」と述べた。 

 今シーズン、コロナ禍での異例のシーズンを無事に

終えることができた。金子選手を含むＪＴサンダーズ

広島の選手たちは１月に医療従事者への感謝を伝え

るために県病院に足を運んでいる。その時のことを金

子選手はこう語った。「実際の現場は見れないけれど、

病院の外から手を振って、自分たちが感謝を伝えに行

ったのに、自分たちも元気をもらった。スポーツで元

気を与えようと思った。」と。 

 来シーズン、プロ６シーズン目となる金子選手のす
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べてに注目して今後の活躍に期待したい。(竹本早希) 

 

 

来シーズンへと準備を進める 

ワクナガレオリック 

２月に今シーズン最後の試合を終え

たワクナガレオリックは、プレーオフ進出まであと一

歩の５位という結果に終わった。個人では、稲毛選手

が得点王、小賀野選手がベストディフェンダー賞とそ

れぞれ初となる個人タイトルを獲得した。また、田中

選手が学会賞を受賞し、試合とは別の面でのハンドボ

ールへの貢献があった。今シーズンを振り返ってみて、

「シーズンの前半では、１、２点差のところで勝ちを

取れなかったことや、昨シーズンでは勝てていた相手

に対応されて勝てなかったことが今回のプレーオフ

進出に届かなかったことにつながった。」と語った。 

 今シーズンをもって４人の選手が引退し、そして新

たに、磯田選手、福本選手、原口選手、小武選手の４

人が加わった。新加入選手を迎え、期待が高まる来シ

ーズンに向けて、現在チームは鍛錬期に入っており、

更なる体力の向上など試合に向けての体作りを行な

っている。来シーズンでは、熱いチームであることは

変わらず、一つでも多くのタイトルを獲得することや、

プレーオフの進出を目標にしている。新人選手も加わ

り、さらに“熱い“ワクナガレオリックに期待したい。

(小野山陸人) 

 

 

期待の新人 

秋山静香選手！ 

先日、レギュラーシーズンを終えた

イズミメイプルレッズは、１３勝３敗０分で２位と

いう順位で終了した。なんと今回第４５回ＪＨＬ最

優秀新人賞にＮｏ．１０秋山静香選手が選ばれまし

た。秋山選手は「正直自分が新人賞に選ばれると思

っていなか

ったが、自

分がコート

に立つ自覚

や責任感を

持ちながら

勝ちたい一

心で試合に臨んだ。」とコメントした。これから強

化していきたいことについては「大学と違いボディ

コンタクトでのあたりがきつく一試合を戦い抜く力

をつけるとともに、自分は線が細いから、怪我に気

を使い納得のいく体づくりをしていきたい。」とコ

メントした。大胆なプレーでチームに貢献した秋山

選手のこれからにも期待したい。(西本涼真) 

 

 

地域密着型の 

バドミントン部を目指して 

３月１４日にシャープスポーツセン

ターで小学生を対象としたバドミントン教室が開催

された。また、３月２０日には、シシンヨーオークア

リーナでバドミントン講習会が開催された。両日とも

に広島ガスバドミントン部ＯＧの亀田氏、平井氏が派

遣された。 

 取材した中でいくつか質問をし、答えていただいた。 

(Ｑ１)バドミントン教室、講習会を開催している理由

は？ 
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(Ａ)地域密着型のチームを目指しているため、地域に

寄り添って広島でのバドミントンの普及・発展を最重

視している。また、バドミントンをやったことのない

人にも参加してほしい。 

 

(Ｑ２)これからの子どもたちに期待したいことは？ 

(Ａ)バドミントンの競技レベルは世界レベルである

にも関わらず、競技人口は全国でも、広島でも少なく

なってきている。バドミントンの競技人口の増加を願

うとともに、小さい子供たちにもバドミントンに挑戦

してほしい。 

 

(Ｑ３)今後も活動をしていくなかで何をしていくか 

(Ａ)コロナ禍で今まで通り教室などができない中で

興味を持ってもらえるようなバドミントンの見せ方

をしたり、マンツーマンが厳しい中で別のやり方を考

えたりしながらやっていきたい。 

 今回の取材で、広島ガスバドミントン部がこのコロ

ナ禍で様々な対策を練りながら、バドミントンの普

及・発展を目指していることがよくわかった。続く活

躍を期待したい。(濱本夏美) 

 

 

第１回平和カップ 

ひろしま国際ソフトテニス大会 

３月１３日(土)、１４日(日)第１回

平和カップひろしま国際ソフトテニス大会が広島県

の広島翔洋テニスコート等で開催された。この大会は

これまでアジアカップひろしま国際大会という名称

で開催されてきたが、今年より日本ソフトテニス連盟

との共催となり、新しい名称に変わり第１回として新

しくスタートした。今年は新型コロナウイルスの影響

で海外からの参加チームはなかったが全国各地から

多数のチームが参加した。ＮＴＴ西日本ソフトテニス

部が本大会に出場し、ベスト１６という結果で大会を

終えた。ＮＴＴ西日本ソフトテニス部を含め全チーム

が熱い試合を繰り広げ、会場は熱気にあふれていた。

(高山稜汰) 

 

好記録続出 

びわ湖毎日マラソン！ 

２月２８日(日)に行われた第７６回

びわ湖毎日マラソン大会に、中国電力から岡本選手、

清谷選手、兼実選手、藤川選手、松井選手、秋山選手

の計６名の選手が出場した。びわ湖毎日マラソンは国

内で行われている大会では最も歴史の長い大会だっ

たが、来年から大阪マラソンと統合するため今年が現

在のコースで開催される最後の大会だった。  

大会当日の天候は強風もなく安定し、日本新記録や

歴代トップ１０に入る選手が５人出るなど素晴らし

い記録が続出した。中国電力陸上競技部からは初出場

の選手を含め４名が自己ベストを更新した。その中で

も清谷選手は、２分以上タイムを縮めた。 

選手は毎日たくさんの仕事と練習をこなしながら、

子供たちに陸上の楽しさを教える活動も行っている。

小学生対象の陸上教室では、ただ走るのではなく、ゲ

ームを交え、楽しく参加できるようなプログラムにな

っている。選手と対決するような機会もあり、トップ

選手の走りを肌で感じることができる貴重な機会だ。
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今年度も様々な陸上教室が開催されるので、ぜひ参加

してみてはどうだろうか。(岩本綾乃) 

 

「昨シーズンを超える」 

コカ・コーラ 

レッドスパークスホッケー部！！ 

今年度のコカ･コーラレッドスパークスホッケー部

は新たに６名の選手が加入し、選手２４名で今シーズ

ンを戦い抜く。主将は昨シーズンも務めた金藤祥子選

手。金藤選手は「昨シーズンを超える４冠を目指す事

はもちろん、全ての試合でコカ･コーラレッドスパー

クスらしい魅力のあるホッケーをみなさまにお届け

する事が目標」と意気込みを語った。副将は田中泉樹

選手と今シーズンから新たに務める浅井悠由選手の

２名。田中選手は「完全制覇達成のために、チーム一

丸となり、一戦一戦全力で戦い、サポートしてくれる

みなさまへの感謝の気持ちを忘れず、たくさんの感動

をお届けしたい」と述べた。又、浅井選手は「初の４

冠を目標に、去年とは違ったレッドスパークスをお見

せできるように、日々の時間を大切にチーム一丸とな

って頑張ります」と決意を述べた。 

新チームとなり「４冠」という目標を掲げ、昨シー

ズンを超えていけるような、さらなるパフォーマンス

を目指しているコカ･コーラレッドスパークスホッケ

ー部。試合会場へ足を運びレッドスパークスの応援、

そして珍しいホッケーの試合観戦ができることに期

待したい。(小林賢生) 

 

球春到来！ 

新風が吹くカープの未来！ 

 ２０２１年１月２４日、広島東洋カ

ープのＯＢである天谷宗一郎さんが岩

国市のグラウンドで地元の小学生対象の野球教室を

開いた。新型コロナウイルスが流行した時期というこ

ともあり感染症対策をしながらの野球教室であった

が４０名の小学生が集まった。初めて野球を経験した

子もいたが「野球が楽しいことが分かった」と感激し、

天谷さんも「教室が野球を始めるきっかけになれば」

とコメントを残した。 

 覇権奪還を狙うカープに今年も、海を渡りカープの

ユニフォームに袖を通した助っ人外国人選手が訪れ

た。ケビン・クロン選手だ。クロン選手の持ち味は豪

快なバッティングであり、オープン戦では初安打を満

塁ホームランで飾るなど自慢のパワーを遺憾なく発

揮し、オープン戦２本塁打、７打点とチームトップの

成績を残した。シーズン開幕戦でも初打席でいきなり

ヒットを放ち、開幕５試合目にして来日初ホームラン

を打つなどチームに大きく貢献している。 

また、チームに溶け込むスピードも早く、「厳しい

練習の中でも、楽しくやりながらチームに溶け込んで

いると感じている」と自信にあふれるコメントを残し

た。一度登録抹消も経験したが、一軍復帰直後の試合

でチームを勝利に導く打点をあげるなど彼のカープ

にかける思いはただものではないだろう。 

 ２０２１シーズンが開幕し日々熱戦が繰り広げら

れている。新戦力の助っ人とこれからのカープを支え

る子供たちの笑顔、広島の春に吹く新しい風は今の暗

い世の中を吹き飛ばし、カープを熱く盛り上げていく

に違いない。(前田健太郎) 

 

 

広島ドラゴンフライズ電車運行中 

 

広島電鉄が２０２０-２１シーズン

の広島ドラゴンフライズ応援企画として、「広島ドラ

ゴンフライズ電車」を運行している。今シーズンで５
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代目となる「広島ドラゴンフライズ電車」は今シーズ

ンより新たに、車内に選手・コーチによる電停案内や

マナー喚起等のアナウンスが流れている。電車は１日

約５～６往復し、主に２号線(広島駅～広電西広島～

広電宮島口)にて運行している。使用車両は５００４

号(５０００形グリーンムーバー)、外装デザインは電

車全体に広島ドラゴンフライズの集合写真やクラブ

ロゴ、クラブスローガン「朱炎」、クラブマスコット

の「モヒカンアビィ」等がデザインされており、車内

は広島ドラゴンフライズの１２名の選手写真やＢ１

昇格までの軌跡が装飾されている。運行期間は２０２

１年９月までを予定している。 

 交通系ＩＣカード「ＰＡＳＰＹ」を使って広電電車・

広電バス・広島バスに各応募期間中にあわせて８回以

上乗車すると、抽選で広島ドラゴンフライズホームゲ

ームペアチケット、選手直筆サイン入りイヤーブック

が当たるキャンペーンが実施される。キャンペーンは、

年間を通じて４回実施され、郵便はがきに必要事項を

記入の上、応募できる。(尾本衣音) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県の木、広島県の花として県民に

なじみの深いモミジをモチーフにしま

した。「新緑のモミジ」はジュニアスポ

ーツの育成を、「紅葉のモミジ」は選手

が成長していく姿を表現しています。 

 ジュニア選手がトップを目標とすることを期待し、

広島県のスポーツのジャンプアップを図ることを意

味しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集協力 広島経済大学 興動館 

スポーツによる地域活性化プロジェクト 
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